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大村市 政だよ

3月の実弾射撃
大村部隊では3月の

実弾射撃をつぎのと

おり行います。

実施場所=池田射撃

場 実 施日程-5日

-6日・ 11日-16日

'18日~引日

所

大 村市 l50番 地

大 村 市 役所

つじ印刷所
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印刷
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平
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下
日
三
浦
の
花
ノ
木
橋

ム
組
日
日
一
ニ
月
九
日

ム
時
間

H
午
後
六
時
三
十
分
よ
り

午
後
八
時
三
十
分
ま
で

ム
会
場

u申
央
公
民
館
ホ
ー
ル

ム
苅
象
H
市
民
一
一
般

ム
入
場
科

u無
料

ジ
ャ
ズ
・
ラ
テ
ン
を
き
き
ま
し
ょ
う

ス

テ

レ

才

・
コ

ン

サ

ー

ト

ム
内
容

.

3

ラ
テ
ン
音
楽

大
村
申
央
公
民
舘
は
億
六
回
の
一
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
お
き
そ
い
一

一

。

M

ジ
ャ
ス
特
集

ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
を
つ
ぎ
の
一
あ
わ
せ
の
よ
お
い
で
く
だ
さ
い

(
教
育
蚕
員
会
}
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成

花
の
木
橋

平
石
橋

巾
H
三
、
九
メ
ー
ト
ル

長
さ
日
八
メ
ー
ト
ル

総
工
費
日
九
十
三
万
円

一
花
ノ
木
橋

萱
瀬
宮
代
郷
の
卒
石
橋
と
三
浦
一
大
変
因
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
乙
一

一

一

巾
H
ゴ一メ
ー
ト
ル

臼
泊
郷
三
浦
小
学
校
前
の
花
の
木
一
の
ほ
ど
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
か
け
一

一

一

長

さ
H
玉
、
三
メ
ー
ト
ル

橋
は
昭
和
三
十
七
年
七
月
八
日
の
一
か
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
一
総
工
費
H
四
十
二
万
円

大
水
害
で
流
失
レ
、
地
元
住
民
や
一
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一

(建
設
課
}

学
生
が
贋
作
物
の
運
搬
や
通
学
に
一

公
盆
質
屋
流
質
物
公
一
発
明
協
会
で
は
つ
ぎ
の
要
領
ぜ

売
日
は
十
九
日
で
す
言
明
巡
回
相
禁
を
開
設
す

き

一と
に
な
り
ま
し
た
。

地
図
補
正
測
量
を

実
施

建
設
省
で
は
地
図
補
正
の
た
め

の
測
量
老
、
大
村
市
内
全
地
誠
に

わ
た
っ
て
二
月
=
十
五
日
よ
り
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
行
っ
て
い

ま
ず
。

皆
僚
心
ど
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

(建
設
課
)

計量器の検査は

必ず受けましょう

三月四日より十日間市内の各出張所で計量器の

検査を実施することになっています。日程はすで

に市政だよりでご存じのことと思いますので、該

当する計量器を持っておられるかたは必ず最寄り

の漬査場で受検して くださし、。 なお地区の日割お

よび実施場所は二月中旬号に掲載いたしましたが

萱瀬地区の日程は、午前中出張所、午後から第

一農協で行うことにきまりました。

(商工水産課)

発
明
巡
回

相
談
所
を
開
設

巡
回
相
談
の
内
容

発
明
・
特
許
・
実
用
新
案
出
願

手
続
き
な
ら
び
に
出
願
の
踏
注

意
事
項
、
そ
の
他

日
時
、
場
所

三
月
九
日
(
土
岨
日
)
午
前
十

時
よ
リ

市
商
工
水
産
謀

講

師
発
明
協
会
長
崎
支
部
よ
り

(
商
エ
水
高
麗
)
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に
み
た
1
-
、
位
活
f

眠、
hrvu
ヲ

る
f
め
乙
の
揮
勘
九
協
力
し
よ

う
で
は
あ
い
さ
せ
ん
か
。

宮
、
た
山
火
事
防
止
運
動
、
品
取
、鳥

運
動
、
高
吟
部
動
ぽ
ど
も
、
緑

化
事
業
に
附
連
し
て
展
開
V
7
れ

て
お
り
ま
寸
か
ら
、
あ
わ
せ
て

協
力
を
相
願
い
い
た
し
ま
す
。

(践
拭
課
)

ろ
(
た
よ
え
は
、
調
理
場
、
食
糧

一一

品
庫
、
納
屋
等
)
や
、
ね
ず
み
の

一円

通
路
か
ら
少
レ
は
な
れ
た
物
陰
で

口
す
発

旬

開

ね
ず
み
が
す
ぐ
に
発
見
し
易
い
場

上

町

所

に

お
い
て
ミ
だ
さ
い
・
そ
の
場

月

川

合

、
附
近
の
家
具
や
汁
器
は
、
乙

一一一

日
}ノ
引

か
ず
み
は
三
丹
ご
ろ
か
ら
繁
殖
一
見
廻
レ
、
つ
ぎ
の
事
が
ら
に
庄
一
応
一
五
粒
か
ら

十
間
程
度
老
、
う
す
い
一
と
弐
.5に
整
理
せ
ず
、
普
通
の
状

間
企
一
期
に
入
り
、
六
月
ご
ろ
が

一
番
多
一
一
レ
、
ね
ず
み
が
毒
餌
を
く
た
べ
一白
紙
に
つ
つ
ん
で
い
つ
も
ね
ず
み
一
態
で
お
く
の
が
い
い
よ
う
で
す
。

M

く
弘
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
の
保
一
腕
一
る
ぷ
今
な
環
は
に
J
u
f一日
が
必

一いか
食物一一
六
、
二
べ
に
く
R
と
'
ニ

、

保

険

蜜
包
課
)

わい

樹
生
棋
で
は
町
高
連
絡
委
員
を
通
一
要
で
す
.
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じ
て
殺
そ
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償
C
4
4
世
帯
に
一
利
減
し
場
な
ど
の
食
糧
の
残
U
物
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一

し

ろ
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と

の

電
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工

↑
て
い
る
人
に
た
の
み
ま
レ
ょ
う
.
一
合
福
祉
事
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の
一
端
に
μ
ニ
金
五

配
布
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
一
室
長
さ
ね
ず
み
の
食
糧
ζ

一

市

県

民

税

個

人

申

告

書

は

一

事

は

危

険

で

す

一

忌

明

に

寄

付

一平
塁
手
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

毒

て
三
月
七
日
と
八
日
の
二
日
一
な
る
も
の
ぞ
完
全
に
取
り
牒
く

一

一

昭
和
三
十
八
年
五

一
閃
か
ら
一
市
内
袋
町
大
串
卓
朗
さ
ん

は

亡

一

審

判
事
務
開
)

間
市
内
一
斉
に
ね
ず
み
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駆
除
を
一

こ
と

。

一

届
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し

ょ

う

か

一
一
般
室
の
電
気
工
事
も
電
気
工

一
妻
壱
子
さ
ん
の
忌

仁
壱
万
円
一

教

育

施

設

資

金

寄

付

実
施
し
ま
す
。
一
例
ね
ま
の
住
み
署
長
り
除
一
同
州
市
県
民
税
の
申
告
書
老
、
一
明
相
撲
も
関
投
い
た
し
て
お
り
一
事
士
内
免
状
の
な
い
人
ぜ
て

i
h汗
明日1
符
M
亡
父
一
市
内
今
村
鄭
一
一
一
の
一
一
、
川
添

当
日
は
、
全
世
帯
も
れ
な
く
実
一
く
乙
と
・

一各
世
帯
に
配
ご
て
い
た
だ
く
よ
一

rす
の
で
関
係
の
あ
る
有
は
所
得
す
る
と
と
が
出
来
な
い
会
つ
に
な
一
諏

盤

石

#
元
良
さ
ん
は
亡
妻
つ
震
よ
り
、
亡
母
フ
グ
さ
ん
の
忌

吉
、
ね
ず
み
族
会
大
村
よ
り
追
一
村
ね
ず
み
の
出
入
口
語
ぐ
こ
三
う
町
周
連
事
員
三
願
ペ
)
て
一
算
出
の
基
礎
と
な
る
資
料
、
回
か
一
っ
て
い
ミ

一み
き
さ
ん
の
香
典
返
レ
に
壱
万
円
一
明
に
ち
、
警
護
整
備
資
金

放
し
、
絶
滅
し
た
い
も
の
で
す
。
一
殺
そ
剤
の
使
い
方
と
一
お
り
そ

一ん
な
さ
雲
の
上
相
談
所
へ
お
一
家
庭
で
の
ち
ょ

っ
と
し
た
工
笠
原
口
住
宅
了
二
号
安
永
キ
タ
さ
一
と
し
て
竺
万
円
の
寄
付
が
あ
り

と
の
た
め
に
は
家
屋
の
内
会
信
一
配
置
場
所
一
ま
で
園
、
県
、
市
の
三
智
共
同
納
一
市
か
げ
く
だ
さ
い
。
(
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務
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)
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一
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た
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市
内
の
ね
ず
み
を
絶
減
し
よ
う

み
ど
り
の
材
根
J
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七

日

・

八

日

に

一

斉

実

施

レ
、
私
，
ち
の
環
境
の
緑
佑
を

整
備
し
緑
引
郷
土
そ
作
る
乙

と
を
、
目
的
と

，て
行
な
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れ

る
も
の
刊
す
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土
者
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全
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一
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司
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J
f
一

増
成
す
る
た
め
、
緑
り
羽
根
器
一

金
が
現
在
行
な
わ
れ
て
、
ま
プ
一

乙
的
緑
化
運
動
は
山
や

v

部
一三宏一

し
保
護
す
る
思
想
品
広
普
及
-

殺
そ
剤
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無
償
で
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布
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取
副
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J
L
f
k割
問
、
ぜ
』
も
開
明、

り大村市政だよ

三

月

三

日

は

一害
が
知
能
障
害
の
よ
う
に
み
ら
れ

一き
乙
え
な
く
な
る
と
、

話
し
こ
と
一
た
め
の
学
校
も
あ
り
ま

γ。

一て
い
る
乙
と
も
あ
り
ま
す
。
ド

一

ば
の
習
得
を
さ
せ
る
と
と
は
不
可
一
最
近
医
学
の
進
歩
の
お
か
げ
で

「
耳
の
日
」

一

一

一

一

一

能
と
な
り
ま
す
。

一難
聴
の
場
合
の
回
復
革
術
の
効

一

耳

の

健

康

一

一

聴
覚
は
人
間
の
重
要
な
感
覚
で
一

一
耳
の
ぜ
ん
ぜ
ん
き
乙
え
な
い
人
一
が
非
常
に
あ
が
っ
て
い
る
し
、
ま

あ
り
、
乙
の
感
覚
の
障
'
は
、
現
一
「
耳
が
き
乙
え
る
」
と
い
ろ
機
一は
一
万
人
に
三
、
四
人
ぐ
ら
い
三

た
す
ぐ
れ
た
湖
聴
器
も
あ
る
の
で

.
代
人
の
花
的
生
活
柔
憲
議
に
一
飽
の
完
成
す
る
の
は
、
生
後
五
ヵ
一
い
く
ら
か
さ
え
る
と
い
ろ
難
色
耳
の
故
障
に
気
が
つ
い
た
ら
一
回

一
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
耳
に
一
月
ぐ
ら
い
で
聞
く
乙
と
と
話
三
者
は
百
人
か
ら
言
人
ぐ
ら
い
、
一
も
阜
〈
専
門
医
に
相
談
す
ぶ
こ
と

関
ヨ
る
知
識
が
少
な
い
た
め
、
治
一
と
は
四
、
五
才
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
一
い
ま
す
。
と
の
人
た
ち
に
で
き
る
一
が
大
切
で
す
。

療
レ
得
る
障
害
巷
不
治
の
も
の
と
一
に
習
得
さ
れ
ま
す
。
と
の
た
め
生
一
限
り
の
教
育
を
し
て
一
般
の
人
々

し
た
り
、
ま
た
学
童
で
は
聴
力
障
一
後
三
年
臥
内
に
病
気
の
た
め
茸
が
一
と
同
じ
よ
う
E
社
会
に
送
り
出
す

一
月
七
日

l
十

三

日

午

後

八

時

に

昭和初年 j用 1日
暗蜘33年4月22日第三種郵便物認可

サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す

栄えゆく

人も社会も

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
二
月
二
十
八

日

よ

り

三

月

十

三

日

ま

で

行

な

わ

れ

て

い

ま
す
。

市
内
で
も
二
月
中
す
で
に
五
件
の
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し

ま

し

ょ

う

。

(

消

防

本

部

)

よい耳で

(
臨
時
時
)


